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チ
ャ
レ
ン
ジ 

〜
み
ん
な
の
力
を
一
つ
に
し
て
〜 

 

平
素
よ
り
、
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
新
潟
支
部
の
先
生
方
、
並
び
に

親
先
生
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
青
年
部
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
期
、
部
長
と
い
う
大
役
を
拝
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
青
年

部
に
入
会
し
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
す
が
、
先
輩
方
の
歩
ま
れ

た
軌
跡
を
大
切
に
し
、
ま
た
池
田
前
部
長
が
力
を
入
れ
ら
れ
た
学
校

茶
道
へ
の
関
わ
り
や
情
報
発
信
な
ど
も
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
参

り
ま
す
。 

さ
て
、
青
年
部
活
動
に
お
け
る
最
大
の
特
長
、
そ
れ
は
出
会
い
だ

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
茶
道
を
通
じ
多
く
の
方
に
出
会
い
、
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
新
潟
青
年
部
や
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
多
く
の
青
年
茶
人
と
交
流
を
深
め

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
お
稽
古
や
青
年
部
活
動
、

仕
事
、
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
に
発
揮
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
今
期
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
み
ん
な
の
力
を
一
つ
に
し
て

〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
一
致
団
結
で
き
る
雰
囲
気
の
青

年
部
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

新潟青年部広報誌 

発行：茶道裏千家淡交会新潟青年部 

編集：新潟青年部広報委員会 

青年部綱領  
 われわれ茶道を愛好する青年としての自覚に

より淡交会の諸活動に協力し、お茶を通じて良

識ある近代人としての人間形成に努め、同志的

結合によって結ばれた友情と情熱で正しい地域

社会発展のために努めよう。 

新
潟
青
年
部
部
長 

豊
嶋
吉
鎮 

（
片
山
宗
雪
社
中
） 

平成 31 年 3 月 3 日 新潟青年部総会 
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茶
道
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
は

沢
山
い
る 

 

今
年
は
、
豊
嶋
部
長
の
も
と
役
員
が
世
代

交
代
し
、
新
し
い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
既
存
の
考
え
方
に
縛
ら
れ
ず
自
由
な
発

想
で
物
事
に
取
り
組
み
、
青
年
部
活
動
を
活

性
化
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

淡
交
会
員
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
子
供
茶
道
教
室
な
ど
は
、
宣
伝
し
な
く

て
も
定
員
を
超
え
る
ほ
ど
集
ま
り
、
父
母
も

習
い
た
い
と
い
う
方
も
現
れ
て
い
ま
す
。
茶

道
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
は
沢
山
い
ま

す
。 茶

道
と
は
、
一
盌
の
お
茶
を
点
て
、
客
を
も

て
な
す
。
水
屋
で
お
茶
を
点
て
る
時
で
も
、
い

つ
も
美
味
し
い
お
茶
を
差
し
上
げ
た
い
と
茶

筅
を
振
る
、
そ
う
し
た
相
手
を
思
う
心
が
相

手
に
響
き
お
互
い
の
心
が
通
じ
合
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
所
で
、
一
盌
の
お

茶
を
点
て
、
茶
道
の
良
さ
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

 

青
年
部
の
活
動
の
中
で
、
季
節
の
移
ろ
い

に
一
喜
一
憂
し
、
日
々
出
会
う
人
と
の
交
流

を
重
ね
、
心
を
磨
い
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

今
期
か
ら
青
年
部
育
成
副
委
員
長
に
な
り

ま
し
た
片
山
宗
春
で
す
。 

私
が
青
年
部
を
卒
業
し
て
久
し
く
な
り
ま

す
。
青
年
部
で
知
り
合
っ
た
多
く
の
方
々
、
宗

家
訪
問
、
全
国
大
会
、
各
種
お
茶
会
な
ど
今
で

も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
皆
様
に
も
社
中

を
越
え
た
方
々
と
活
動
し
、
友
達
の
輪
を
広

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
仕
事
や

家
庭
、
子
育
て
な
ど
忙
し
い
中
で
の
活
動
は

大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
青
年
部
時
代
だ

か
ら
出
来
る
経
験
、
流
す
汗
、
感
動
な
ど
が
そ

の
後
の
力
と
な
り
ま
す
。 

お
茶
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
人
様
々
違
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
稽
古
を
続
け
て
い

る
と
お
茶
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気

づ
き
、
人
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。 

お
家
元
は
、「
他
人
と
比
べ
る
の
で
は
な
く

昨
日
ま
で
の
自
分
と
比
べ
て
成
長
し
て
い
る

か
ど
う
か
が
大
切
で
す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
私
も
ま
だ
成
長
途
上
で
す
。
若

い
茶
の
湯
者
の
皆
様
と
共
に
成
長
し
、
育
成

委
員
と
し
て
そ
の
手
助
け
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

育
成
副
委
員
長 

 

片
山
宗
春
先
生 

 
 

中
村
宗
元
先
生 

令和元年・2年 新潟青年部組織図と各委員長挨拶 

今期、研修委員長を任命されました、片山社中の吉村真

淑です。 

今までの活動と同様に青年部らしい研修、さらにお茶を

好きになれる研修を目指して、楽しく活動していきたいと

思います。気軽にご参加できるよう努めて行きますので、是

非大勢の皆様にご参加頂きたいと思っています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

ありがとう。いつでも、どこでも、いつまでも。 
この気持ちだけで、一期二年を全うしたいと考えています。少数で

行うより、大勢の方が楽しいし、面白いでしょう。だから、呼び掛

けに応えてほしい。可能なら出て来てほしい。皆様の力がほしいの

です。m(__)m 
優先順位、時間の使い方は、各々、好きな様にするべきですが、

志を行動に移し、活動や運動に励んでいる会員の仲間がいることを、

何処かで、時々、想うだけでも力になります。(^^)v 

研修委員会 

委員長 吉村真淑（片山宗雪社中） 

交流委員会 

委員長 山子文孝（石川宗嗣社中） 
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青年部に入って随分経ったように思

いますが、いざ委員長になると、まだ

まだ勉強不足で、日々気づかせて頂く

ことの連続です。 

青年部活動を通して一つひとつ学ば

せて頂くつもりで、頑張りたいと思っ

ています。どうぞ、よろしくお願い致

します。 

 今期、広報委員長を務めさせていた

だくことになりました。 

 見やすく、楽しんでいただけるよう

な紙面づくりを目指して頑張りたいと

思います。 

 寄稿依頼のあった折には快くお受け

いただけると幸いです。 

 よろしくお願いいたします。 

今期学茶委員会、二期目を務めま

す。前期から新しく始まった委員会

で、手探りで行ってきましたが、今期

は学校茶道と何か新しい事ができたら

と思っております。 

 その時は皆様のご協力が必要になり

ます。どうぞよろしくお願いします。 

上越委員会 

委員長 竹田奈々 

   （山口宗好社中） 

広報委員会 

委員長 大山千晶 

    （片山宗雪社中） 

学校茶道委員会 

委員長 高橋恭子 

    （山家宗禮社中） 

平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
度
） 

新
潟
青
年
部
総
会
、
練
り
香
教
室 

報
告 

（
平
成
三
十
一
年
三
月
三
日 

於
：
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
） 

ア
ー
ト
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
呈
茶 

報
告 

（
平
成
三
十
一
年
四
月
十
三
日
、
十
四
日 

 

於
：
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
） 

今期卒業の皆さんの紹介 先生方から励ましのお言葉を

いただきました。 

総会後、京都・松栄堂様を講師に招き、練り香教室

でオリジナルの練り香づくりを行いました。 

新
し
い
体
制
で
の
新
潟
青
年
部

が
ス
タ
ー
ト
し
、
各
委
員
会
よ
り

様
々
な
行
事
予
定
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。 

今
後
も
こ
の
よ
う
に
会
員
が
み

な
で
楽
し
み
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

裏
千
家
茶
道
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

国境と時空を超えた交流が実現！！ 

上杉謙信公も楽しんでくださいました。 

 

二
百
五
十
名
を
超
え

る
お
客
様
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
呈
茶
や
茶
道
体

験
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
会
員
も
楽

し
み
な
が
ら
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
活
動
と
な
り
ま
し

た
。 
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遠山浩子さん 
（團原宗蒲社中） 

茶歴 1 年６ヶ月。茶道は全くの

無知ですが、茶室やお稽古の場が

心地よく、毎回初心に戻っては発

見を楽しんでおります。 

青年部では、また違った形での

発見を積ませていただきながら、

皆さまとのご縁を楽しみにして

います。よろしくお願いいたしま

す。 

小見まいこさん 

（團原宗蒲社中） 

團原先生からご指導いただいて

います。育休を機に、以前から心惹

かれていたお茶の道に入門しまし

た。今年で五年目となります。 

 お茶を始めてから、茶碗や着物

にも興味を持つようになり、世界

が広がりました。青年部の活動を

通して、交流を深め、ご縁を広げて

いきたいと考えています。どうぞ

よろしくお願い致します。 

廣野綾花さん 

（小川宗聰社中） 

この度ご縁があり淡交会新潟

青年部に入会させていただきま

した、廣野綾花と申します。お茶

は昨年始めたばかりで、これから

学ぶことがたくさんあるなと感

じておりますが、皆様との活動を

通して、お茶に対する理解をより

深めて、その良さを周りに伝えら

れるようになりたいと思います。 

どうぞよろしくお願い致しま

す。 

小林佳穂さん 

（関谷宗美社中） 
はじめまして。今回新入会員に

なりました、小林佳穂と申しま

す。 

茶道を習いはじめたきっかけは

高校の部活でした。社会人になっ

てからもご縁があり、また習いは

じめました！ 

まだまだ初心者ですがお稽古に

励んで茶道の世界を楽しみたいで

す。よろしくお願いいたします。 

上松まり子さん 

（柳本宗閑社中） 

前々から、茶道を体験してみた

いと思っていましたが、きっかけ

が無かった所、お茶会に誘ってい

ただいた事で、ようやく縁をいた

だき、始めることが出来ました。 

青年部でも、色々な行事に参加

し、経験を積んで成長していけれ

ばと思っています。 

大塚ともみさん 

（大塚宗綾社中） 
お茶は敷居が高いと感じてい

ましたが、いざ稽古を始めてみ

ると、それまで意識しなかっ

た、季節感や美しい所作を気に

する様になり、始めて良かった

なと思っています。 

 青年部の活動に、どれだけ参

加できるか分かりませんが、人

との出会いやお茶の世界を楽し

みたいと思いますので、どうぞ

宜しくお願い致します。     

新入会員 
紹介 

北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
第
九
期
研
修
チ
ー
ム 

第
一
回
研
修
会 

 

日
吉
祐
貴
（
吉
田
宗
成
社
中
） 

           

 

晴
天
に
桜
が
映
え
る
城
下
町
高
田

に
て
、
第
九
期
研
修
チ
ー
ム
第
一
回
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
チ
ー
ム
の
一
日
目
は
三
分
間

ス
ピ
ー
チ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
各
々
個

性
的
な
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
短

い
時
間
で
ま
と
め
る
の
は
大
変
で
し

た
が
、
三
分
間
丁
度
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
及
び
二
次
会
、
三

次
会
で
は
、
ス
ピ
ー
チ
で
話
せ
な
か
っ

た
多
く
に
つ
い
て
酒
を
片
手
に
語
り

合
い
ま
し
た
。 

二
日
目
は
、
眠
い
目
を
擦
り
な
が

ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
某
五
才
児
を
模

し
た
茶
道
の
疑
問
に
答
え
る
会
で

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
巻
紙
の

書
き
方
を
学
び
ま
し
た
。
巻
紙
の
折

り
方
に
よ
っ
て
は
果
た
し
状
に
な

る
こ
と
が
衝
撃
的
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
二
年
間
、
研
修
チ
ー

ム
に
て
多
く
を
学
び
、
今
後
の
青
年

部
活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

北陸信越ブロック第9期研修チームの皆さん 

＊
第
九
期
研
修
チ
ー
ム 

日
吉 

祐
貴
さ
ん
（
吉
田
宗
成
社
中
） 

椎
谷 

浩
子
さ
ん
（
片
山
宗
雪
社
中
） 

大
川
み
な
み
さ
ん
（
永
井
宗
伊
社
中
） 
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